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【【【【梶田梶田梶田梶田】】】】  ただいま、ご紹介にあずかりました司会

の九州大学の梶田です。

座って司会をさせてい

ただきます。 

 ここでは、2008年

10月4日から26日に実

施の「はかたんウォー

ク」成果について、報

告させていただきます。

進行は、まず初めに、

私から博多駅地区の現

状と課題、社会実験の目的と三つのコンセプトを中心と

した社会実験の概要を説明いたします。その後、各コン

セプトの社会実験のメニューの紹介や結果を各グループ

リーダーから報告していただきます。そして、最後に私

がまとめさせていただこうと思っております。 

 お手元の資料に社会実験報告書がありますので、これ

に沿って進めていきたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

 先程、福山会長がおっしゃった通り、博多駅地区は、

博多港や空港が近く、陸・海・空の交通結節機能に優れ

ています。また、オフィスビル、ホテルなどが集積し、

やはりビジネスの拠点として九州・アジアの玄関口とし

て大きな役割を担っています。この博多駅地区は、都市

区画整理事業によって都市基盤の形成や構築、公共交通

の整備が進められてきました。今後は、2年後、先程言

われた通り2011年春の九州新幹線全線開通を控えてお

り、さらなる九州、アジアの玄関口として魅力あるまち

づくりが必要になると思います。 

 そういった博多駅地区の中で、はかた駅前通り、これ

は博多駅博多口から国体道路を結ぶ通りで、キャナルシ

ティ博多が途中にございます。5車線の道路で、博多駅

と天神を結ぶ最短距離の道路です。このはかた駅前通り

は、福岡市が平成18年に策定した新都市構想の中で、

博多駅からキャナルシティ博多を経由し天神への回遊性

をしっかりしようということが書かれています。そうい

う拠点となっていますが、先程から言いますように、オ

フィス街なので、平日の通勤時間は人が多く、休日は人

通りが少ない。これは、この1・2年程の調査でにぎわ

いが乏しいことがわかりました。それと歩行者と自転車

の両者が混在しており、放置禁止区域にもかかわらず違

法駐輪もかなり多く非常に危険です。そういったことを

考えて、我々は博多駅地区からキャナルシティ博多を経

由し天神地区への回遊性の確保、にぎわいのある空間形

成、そして歩行者と自転車が安全に通行できる道路空間

の形成をしたいこの社会実験を計画・実施しました。 

 大きな目的が二つあり、まず一つ目が、博多駅地区と

天神地区を結ぶ「にぎわい回遊軸」の形成し、博多駅地

区ににぎわいを創出して、オフィス街のイメージを払拭

したいということです。 

 もう一つが、走行自転車との錯綜に加え違法駐輪も含

めた歩行空間の危険性を減少させ、まちを楽しく歩ける

ようにしようということです。安心・快適に通行できる

歩行者空間の確保を大きな目的に掲げております。 

 そういった大きな目的を踏まえ、社会実験を検討・実

施し三つのコンセプトを掲げました。 

まず一つ目が、『通りに「わかりやすさ」と「にぎ

わい」を』です。博多駅地区は、街区が少し複雑で、し

かも地下通路が多くあります。おそらく来街者にとって

は非常に分かりにくいことが多々あります。したがって、

人の流れをスムーズにするホスピタリティーの高い誘導

をする必要があります。それを目指すために通りや地区

に分かりやすい案内表示を充実させながら、にぎわいを

創出することです。 

 二つ目は、『通りに「歩きやすい」空間を』です。歩

行者と自転車との交通事故発生件数が多いので、やはり

安全対策を講じた方がいいのではないかということです。 

 そして三つ目、「環境と健康に優しい移動手段の提

供」です。これは地球温暖化、人の健康への関心が非常
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に高まっております。博多駅地区自体の慢性的な交通渋

滞が発生していますので、環境や健康を意識していただ

けるよう優しい交通手段を提供したいということです。

以上、三つのコンセプトを掲げ、コンセプト毎にグルー

プをつくり、それぞれ社会実験に取組みました。 

 それでは、各コンセプトと実験内容について、各グル

ープリーダーにご報告いただきます。一番目の『通りに

「わかりやすさ」と「にぎわい」を』のテーマから、お

願いします。 

【【【【秋吉秋吉秋吉秋吉】】】】  皆さん、

こんにちは。グループ

1のリーダーを務めた

福岡地所の秋吉と申し

ます。それでは、お手

元の報告書に沿ってメ

ニューを説明していき

たいと思います。 

 まず最初に、オープ

ンカフェです。これは

博多駅前を歩く時に、気軽に休んだり交流したりする場

所をつくることを目的とし、飲食店前の歩道、沿道ビル

のエントランススペースにオープンカフェやお休みどこ

ろを計10ケ所設置しました。10月25、26日の二日間実

施しましたが、26日はあいにくの雨で、利用が低くな

りました。しかし、アンケートで社会実験のメニュー項

目別の調査の中では、かなり高い得点を得ました。利用

者数には結びついていませんが、イメージとしてこうい

うものがあればいいなと日頃から皆さんが思っているこ

とがアンケート結果に出たのだろうと考えております。 

 

また、利用者が比較的少なかった原因は、オープン

カフェを飲食店やレストランなどの前に設置しましたの

で、お買い上げが前提という誤解を招いたのではないか

と考えます。もっと気軽に利用出来る案内をすべきだっ

たのではないかと思います。スライドで示す通り、歩く

ところとオープンカフェの間にフラワーポットを安全確

保のために置いたのですが、逆に邪魔な箇所もあったの

ではないかと思います。 

 今後の課題としては、利用促進のため飲食を提供する

屋台を近くに置いていくなどの取組みが必要かと思って

います。 

 次に、「通り名付けとまち案内」です。協議会では、

社会実験の前に通り名を付けるプロジェクトをスタート

しました。博多駅地区は、約40年前の区画整理事業に

より開発されたため、大博通り、住吉通りなど以外には

名前が付いている通りがほとんどありません。当時は駅

前三丁目や駅前二丁目という表示が、かえって新鮮だっ

たと思います。しかし、地域の方々、あるいは協議会会

員企業の皆さんから、通りに名前を付ければ、地域への

愛着が深まり、来街者を案内する時もわかりやすいので

はないかとの意見があり、「通り名付けプロジェクト」

をスタートさせました。ワークショップを2回繰り返し、

また新聞からパブコメを集めるなど検討した結果、11

の名前（仮称）を決めました。その通り名（仮称）のサ

インを街灯やビル壁面に設置しました。ただし、設置期

間が短い、あるいは予算の関係で枚数に限りがあったた

め、気付いた人が約1割程度と低い結果に終わりました。

そこで再度、設置する通りを三つに絞り、設置枚数を増

やし、期間も、平成20年末から平成21年3月末までと期

間を長くして第二次通り名社会実験を実施しました。ま

た同時に、来街者のために、もっと分かりやすくするた

め、「通り名サイン」の立っている位置が通りの起点か

ら何メートルであるかが分かるように＃マークを付けま

した。後ほど通り名について事例紹介で説明があります

が、そういう位置関係が分かるものを設置しております。

この結果については、まだ実験中ですので、最終報告書

でご報告したいと思っています。 

 次に、「ストリートバナー」。これは、博多駅地区の

社会実験の実施の周知徹底と、通りににぎわいを演出し

よういうことで街灯にバナーを設置しました。まちづく

り協議会会員でもあるJTさんのスポンサードで、半分

はJTさんのマナーキャンペーン、半分は博多駅地区社

会実験「はかたんウォーク」の告知です。最初は、歩道

に対して直角に付けたかったんですが、難しい設置基準

があったため、水平に付けることになりました。ですか
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ら、歩行者からの視認性は低かったのではないか思いま

す。ただし、こういう手法でエリアマネジメントを行っ

ていくための財源を確保していくことを学んだのは大い

に役立ちました。 

 

 次に、キャンドルイベントです。これは博多灯明ウオ

ッチング、御供所ライトアップウオークなど博多区でイ

ベントがちょうどこの時期にされていました。それに連

動して、はかた駅前通りでもイベントをやろうと実施し

ました。実際に、火は使わず、LEDキャンドルを利用

しました。キャンドルだけでは味がありませんので、家

族連れやカップルなどの来街者にメッセージを書いてい

ただいた紙袋を、キャンドルの上にかぶせ、はかた駅前

通りに約1,000本並べました。この課題としては、はか

た駅前通りには街灯である程度の明るさがあり、キャン

ドルの光が少し目立たなかった。そういう意味では、今

後、例えば街灯を消すなどの、工夫が必要になってくる

と思います。ただし、全体的には、家族やカップルの方

の記念、思い出に残る参加型のイベントになったのでは

ないかと思っております。 

 次に、博多ハロウィーンパレード、これは10月25日、

さまざまな仮装をした参加者が、明治公園を出発して、

はかた駅前通り、審査ポイントのキャナルシティ博多、

川端商店街を通り、リバレインまで行進しました。そこ

で審査をして入賞者を決めたわけですが、職場のグルー

プや家族連れなど約500名が参加され、それを見物に来

られるお客さん方も当然いらっしゃり、はかた駅前通り

が通常では考えられないほどの盛り上がりを見せました。 

 また、3組のストリートパフォマーが移動しながらの

パフォーマンスを行いましたので、通行の方が足をとめ

て見ていました。ハロウィーンパレードについては、歩

道でしたので、狭い、あるいは信号待ちでパレードが途

切れるなど、課題が残りました。将来的には、はかた駅

前通りを歩行者天国にしてスケールアップすれば、どん

たくのような、博多区の秋の名物イベントになっていく

のではないか、と考えております。 

 最後にフラワーコーナーです。これは、社会実験4日

から26日まで全日程で、はかた駅前通りのゲートとも

いえる博多口に、両側2ケ所にコスモスの花でフラワー

コーナーを設けました。コスモスの花壇です。これは、

単に花で通りに優しさや美しさを演出するだけではなく、

不法駐輪対策も兼ねておりましたが、駐輪対策の効果は

上がらなかったと思います。ただ、毎日通勤される近隣

のオフィスワーカーの皆さんには非常に好評でした。ま

た、最終日には約800の苗を通り行く人に配り、大変喜

ばれました。このメニューは、博多区役所でも高く評価

いただき、行政がフラワーコーナー常設の設置を今検討

されていまして、これも成果の一つかなと考えておりま

す。 
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 最後に、にぎわいの創出という観点で、歩行者通行量

がどう変化するかという調査をかけました。社会実験の

「はかたんウォーク」のメインは25・26日の両日であ

り、一週間前の18日と比べ、25日土曜日の通行量は約1

万8,000人と3割アップしています。数値的な評価も出

たのではないかと思います。以上で第1グループの報告

を終わらせていただきます。 

【【【【梶田梶田梶田梶田】】】】  ありがとうございました。「にぎわいの

創出」は、いろいろなメニューを行っていただいたので

すが、一点お聞きします。このオープンカフェやキャン

ドルイベントのイベント系や、フラワーコーナーなど多

種多様な実験を実施されていますが、この社会実験では

限られた空間の中でどのような配置をするかど空間の使

い方がカギだと思います。空間利用について今後も含め

てご意見をお聞かせください。 

【【【【秋吉秋吉秋吉秋吉】】】】  実際8つのメニューを行いましたが、検討

段階では、例えば屋台をつくろうとか、もう少しメニュ

ーを増やそうとしていました。しかし準備時間もなく、

また、ハロウィーンパレードでは約500人が歩道を歩く

状態を考えると、なかなか歩道を利用した屋台などは難

しいと判断しました。また民地といって、いわゆる企業

が入っている各沿道のビルでは、土曜、日曜ということ

にも関わらず協力してくださり空間を開放してもらうこ

とが出来ました。そういう協議を踏まえて、ようやくこ

こまでできましたが、もっともっとそういうのがやりや

すい環境になって欲しい、将来的にはイベントではなく、

ビルの建て替え、更新時に、1階部分はできるだけ空間

をつくり、そこで飲食や物販などが行われるようになっ

ていけば、本当の意味でいわゆる日常的なにぎわいがつ

くられるのかなと考えます。長期的な課題だと思います

が。 

【【【【梶田梶田梶田梶田】】】】  ありがとうございました。第1グループの

発表でございました。 

 それでは、次に第2グループお願いします。『通りに

「歩きやすい」空間を』というテーマです。 

【【【【佐藤佐藤佐藤佐藤】】】】     皆さん、こんにちは。第2グループのリー

ダーの西日本シティ

銀行の佐藤と申しま

す。どうぞ、よろし

くお願いいたします。 

 『通りに「歩きや

すい」空間を』とい

うテーマで実施しま

した。「歩行者と自

転車の分離」と「第

2タクシープール」の取組みについてご報告をさせてい

ただきます。まず、歩行者と自転車の分離の取組みにつ

いてです。本実験は、はかた駅前通りにおいて、車道の

片側に1車線ずつに自転車走行スペースを設け、歩行者

と自転車の分離を行いました。お互いが安心・安全に通

行できるようにしたもので、10月25日26日の両日に行

いました。実験の結果は、詳しくはお手元の冊子にあり

ますが、概略を申しますと、自転車走行スペースを設置

するちょうど一週間前に交通量の事前測定を行いました。

一週間前の交通量と比較しましたが、10月25日は歩行

者が2割から4割、自転車は1割から2割の増加が見られ

ました。逆に、自動車は、1割程度の減少が見られまし

た。また、自動車道路状況については、はかた駅前通り

が通常より1車線ずつ少ない状態ではありましたが、車

線が減少したことに伴い渋滞が発生するといった大きな

影響や悪い影響は見られませんでした。土・日の交通量

においては、車線を減少させたとしても特に問題がない

ということが確認できたと思います。実験期間中は、安

全確保のために総勢92名の警備員をはかた駅前通り等

に配置しましたが、にぎわい創出イベントではありまし

たが、若干ものものしい雰囲気を醸し出してしまいまし

た。 

 続いては、第2タクシープールの説明をさせていただ

きます。まず、第2タクシープールとは、駅構内のタク

シー乗り場周辺における客待ちタクシーの待機列を解消

するために、駅構内のタクシー乗り場から離れた場所に

別の待機場を設けて、タクシー乗り場周辺の交通渋滞の

緩和を図ろうとする実験です。今回の実験では、博多駅

の筑紫口で、交通渋滞緩和を図ることを目的に、10月

20日から26日の一週間実施しました。平日は新幹線博
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多ビル屋上駐車場、土・日には、福岡県福岡東総合庁舎

に第2タクシープールを設けて実施しました。 

 今実験では、福岡市タクシー協会と福岡県構内タクシ

ー協会に多大なご協力をいただきました。そのおかげで、

実験実施前については、路上に待機タクシーが並んでい

ましたが、実験期間中については、一切待機タクシーが

なくなったということで、実験は成功したと思います。

両タクシー協会様のご協力があってのことですが、第2

タクシープールの設置は、筑紫口周辺の交通渋滞の緩和

に効果があることが確認できました。また、タクシード

ライバーの方の意見を聞いても、安心して待つことがで

きるということで、好評をいただいております。簡単で

すが、以上『通りに「歩きやすい」空間を』の説明を終

わらせていただきます。 

【【【【梶田梶田梶田梶田】】】】  ありがとうございました。 

 二つとも、この社会実験の目的の安心・快適に通行で

きる歩行空間の確保という観点では意義のあるものだっ

たと思います。自転車走行スペースをつくった社会実験

の結果は、自転車量は1～2割増、歩行者量は2～4割増、

逆に車は1割減であり、効果があったのではないかを思

います。しかし、自転車走行空間をつくったことで自転

車が増えれば、事故がちょっと心配になってくると思い

ます。一方、自動車の走行レーンを1車線ずつ減らして

いますので、自動車の運転手にとって不利益だったと思

いますし、その分渋滞が発生する。そのような点につい

て、コメントをお願いします。 

【【【【佐藤佐藤佐藤佐藤】】】】  まず、歩行者と自転車に関してですが、

実験期間中は安全面の確保はしっかり準備しました。そ

して、目視での確認ですが、特に自転車と歩行者とが交

錯し危険だということはなかったと思います。自動車に

ついては、我々、実験する側も実際に試乗してみました、

交差点付近や実際に左右折する場合など、特に危ないと

いうことはなく、快適に走行できました。 

【【【【梶田梶田梶田梶田】】】】  ありがとうございました。 

 最後に、第3グループ『環境と健康に優しい移動手段

の提供』です。お願いします。 

【【【【中野中野中野中野】】】】  三つ目のコンセプト、『環境と健康に優

しい移動手段の提供』

を担当しました、JR

九州の中野と申します。

よろしくお願いいたし

ます。 

 レンタサイクル、自

転車タクシー、自転車

のマナー向上を呼びか

けたおしチャリゾーン

啓発、公共交通利用促進の四つのメニューを実施しまし

た。それらの報告をさせていただきます。 

 まず、レンタサイクルは、10月4日から26日までの23

日間、貸し出しを行うサイクルポートを博多口の駅前広

場に設置し、電動アシスト付自転車の貸し出しを行いま

した。期間中は、約170台のご利用があり、男性の利用

が多いことが特徴でした。「気軽に利用できる」「快適 

だった」との声が多く、大変好評でした。 

次に、自転車タクシーです。これは10月の土・日・

祝日の9日間、乗り場を博多口の西日本シティ銀行本店

に設置し、自転車タクシーを運行しました。期間中は約

460名のご利用があり、女性あるいは子供連れの利用が

多いことが特徴で、ショッピングや観光を目的に利用さ

れる方々が大半を占めていました。一方、人気が高い上

に台数が限られていたため、自転車タクシーが常に待機

しているわけではなく、お客様にお待ちいただくという

場面がございました。福岡は平地が多く、自転車を非常

に利用しやすいまちです。レンタサイクル、自転車タク

シーといった自転車を活用したメニューは環境と健康に

も優しく、継続的に取り組める仕組みを検討していきた

いと考えております。 

 

 三つ目のメニューはおしチャリゾーン啓発ですが、こ

れまで歩道を歩いている時、自転車とぶつかりそうにな

ってヒヤッとするという経験をした方がいらっしゃると

思います。そこで、自転車マナーの向上を目的に歩行者

の多い博多駅前広場で安全のため、自転車をおりて押し

ていただく「おしチャリ」の啓発活動を行いました。

「おしチャリ」のステッカーを貼ったり、また最終日の
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26日には、おしチャリのマスコットであるチャリ・エ

ンジェルズに来ていただき啓発グッズの配付を行いまし

た。残念ながら最終日が雨で、駅前広場での活動ができ

ず駅構内での活動となりました。 

 最後に、公共交通利用促進です。地下鉄、バス、JR

といった公共交通機関をもっと利用していただこうとス

タンプキャンペーンを実施しました。これは公共交通を

利用された方のスタンプカードにスタンプを押して応募

していただき、抽選で公共交通機関のプリペイドカード

をプレゼントするというものです。600名を超えるご応

募をいただきました。今回のこの取組みについては9割

以上の方から有効だと回答をいただいております。簡単

ではございますが、以上、「環境と健康に優しい移動手

段の提供」についての報告を終わります。 

【【【【梶田梶田梶田梶田】】】】  ありがとうございました。現在、レンタ

サイクルは多くの場所で導入されてきており、特にヨー

ロッパでは非常に活発です。ヨーロッパと日本とでは利

用状況は違うと思います。今回の実験の実際の利用者の

状況をご紹介いただけますか。 

【【【【中野中野中野中野】】】】     レンタサイクルを利用された方の目的な

のですが、観光が約4割、仕事が約2割です。また、ど

ういう場所に行かれたかというと、キャナルシティ博多、

あるいは天神、博多のお寺といった比較的近いお答えも

ありましたが、中には西新や海の中道海浜公園まで足を

伸ばされた方もおられました。ただ、貸出場所が1ケ所

でしたので、貸出・返却場所が複数あったらよいという

意見もいただきました。評価としては、繰り返しになり

ますが、便利でいろんな場所に気軽に行けるということ

もあり、また利用したいという回答が9割を超えて非常

に好評でした。 

【【【【梶田梶田梶田梶田】】】】  ありがとうございました。 

 それでは、三つのコンセプトについて発表いただきま

した。最後にまとめさせていただきます。この実験では、

かなり多くのメニューを行い、来街者にアンケートを実

施しました。これについての全体的な評価を事務局より

出していただいていますが、回答者約600人の内、約9

割の方がよかったなという評価をくださったということ

で、かなり成果があったと思っております。 

 それから、各メニューの評価では、一番人気はオープ

ンカフェ・お休みどころで、二番は歩行者・自転車の分

離で、「にぎわい」と「歩きやすさ」という、狙ってい

た大きな目的の二つについてはかなり好評でした。ただ、

ほかのメニューは今回、メニューがかなり多く、また、

社会実験の期間が短かったこともあり、来街者の方々が

すべてのメニューを体験できなかったために、ばらつき

があるのかなと思っております。 

 こういった評価を来街者の方々からいただき、今後の

課題というのがかなり浮き彫りになってきました。三つ

掲げておりますが、まず一つが、やはりさらなる取組み

が必要です。今回のような単発の社会実験ということで

はなく、継続的に続けていき、恒久的に行う必要がある

でしょう。そうすることで、恒久的なにぎわいをつくっ

ていけるだろうと思います。 

 二番目が周辺地区との連携ですね。やはりにぎわいと

言ってもいろいろな拠点を結ぶ形で進んでいく必要があ

ります。今後はそういった連携が必要でしょう。 

 三番目は、はかた駅前通りの本格的な道路空間配分の

検討です。今後、地下駅前広場への車路を追加導入路の

設置がはかた駅前通りに考えられています。そうした車

路を追加導入路設置の動向をみながら、はかた駅前通り

を歩行者・自転車にとって、走りやすく、歩きやすい安

全で快適な空間を検討していくべきです。 

 四番目が広報活動です。やはり住民の方と一緒にやっ

ていかなければならず、いろいろな情報を出しながら実

際に皆さんに周知し、体験してもらうことが必要かと思

います。 

 最後に五番目と六番目として、既在組織との連携強化

と柔軟な取組み体制、地域住民・企業と連携したまちづ

くりです。実施主体だけでなく、地域住民、企業といっ

た、多くの人にまちづくりに参加してもらい、自分たち

で盛り上げていこうという機運が必要です。そういった

ことを今後も展開していっていただければ思います。 

 今迄申し上げました点は、第二部のパネルディスカッ

ションのテーマである「今後のまちづくり」で、議論し

ていただければなと思います。これで私の報告を終わら

せていただきます。ご清聴、どうもありがとうございま

した。 

 

事例紹介事例紹介事例紹介事例紹介ⅠⅠⅠⅠ    

『『『『東京駅周辺地区東京駅周辺地区東京駅周辺地区東京駅周辺地区におけるにおけるにおけるにおけるエリアマネジメントエリアマネジメントエリアマネジメントエリアマネジメントについについについについ

てててて』』』』    

金城金城金城金城    敦彦敦彦敦彦敦彦（（（（大丸有大丸有大丸有大丸有エリアマネジメントエリアマネジメントエリアマネジメントエリアマネジメント協会協会協会協会事務局長事務局長事務局長事務局長））））            

皆さん、こんにち

は。東京駅前から博

多駅前にまいりまし

た。おそらく大規模

駅周辺のまちづくり

に携わっているとい

うことでお招きいた
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だいたのだと思っております。以前、博多にお招きいた

だく機会がございましたが、今回は最近の東京周辺のま

ちづくり活動を中心に、今回の通り等の社会実験に近い

活動を少しご紹介させていただきたいと思います。 

 東京駅周辺地区、3つの地名、大手町、丸の内、有楽

町の頭文字をとって大丸有地区でまちづくり活動を実施

しており、地域120ヘクタールを対象としております。

この博多駅まちづくりの範囲とちょっと違い、南北

1.8km、東西は少し厚いところ薄いところありますが、

400～800mと細長いエリアです。120ヘクタールの中に

は100棟ほどのビルがあり、94の地権者等の方が参加し

ている、そういった団体でございます。 

 再開発計画推進協議会という、ビルオーナーが中心と

なる組織が設立されてから、昨年の7月に20周年を迎え

ました。この図でいくと、6つの組織がありますが、左 

端の青い大丸有地区再開発協議会、これは1988年にで

きまして、さまざまなまちづくり活動の母体となってお

ります。その後、1996年に地元の行政、東京都、千代

田区と一緒にまちづくり懇談会という組織がつくられ、

ここでは公民一体となったまちづくりの取組みについて

日々議論を重ねております。私が事務局長をさせていた

だいている大丸有エリアマネジメント協会は、働く人と

地権者が集まり、まちづくりに参加しようという目的で

2002年に組成され、今年で6年ほど経った組織です。そ

れ以外にも、環境を考える団体「エコッシェリア協会」、

帰宅困難者対策、テロ対策、電力・通信の安定性、ある

いはその防災の訓練などを行っております「東京駅周辺

防災隣組」、それから公的な空間の維持管理を民間主体

で公民の協力を得てやっております「丸の内パブリック

スペースマネジメント」といったまちづくり団体が生ま

れております。こうした団体が連携し、まちづくりをし

ているのが東京駅周辺の特徴であります。 

 今回は、このまちづくりガイドラインの更新を初めと

した、6つの取組みについてご紹介させていただきます。

初めは、まちづくりガイドラインの更新についてです。

まちづくりガイドラインは、地元の民間主体のまちづく

り団体と行政とが一緒になり、まちづくりの推進を実際

にやっていく大きな都市計画です。まちづくりを話し合

うだけでは、なかなか伝わっていかないので、きちんと

表現しよう、お互い違うことを言っているのかもしれな

いので、きちんと合意形成を図ろうと、ガイドラインと

いう形にしました。そして、みんなが参照できるガイド

ラインづくりを目標として活動をしております。1996

年からスタートし4年経った2000年に最初のガイドライ

ンをつくりました。ただ、ガイドラインは固定的な計画

ではありません。社会状況の変化に応じて更新していく

もので、2005年と2008年に更新しております。内容に

ついては、ホームページで公開をしております。ぜひ、

そちらご覧ください。青字のハード部分、公的空間整備

の考え方、個々の民間のビルの開発に関するフィールド

等の内容、それから地下ネットワークといったインフラ

の整備についてです。また、そういったハード面に加え

て、特にガイドラインの更新を重ねるにつれ、ソフト部

分の内容が拡張していっております。特に環境の分野に

ついては、まさに環境への関心が高まるとともに10ペ

ージ以上加筆し、大きく更新しております。それから、

都市観光、文化活動、広告物のマネジメントというよう

な、ソフト面の運営についても、よりみんなで協力して

いこう、必要ならば制度をつくろうというような取組み

をしております。ハード、ソフト両面でまちづくりを考

えていくということでございます。ハードといっても、

かなりソフト的な空間の使い方についてもこのまちづく 

り懇談会の中でも議論をしており、これから、一つ一つ

紹介していきたいと思います。 

 法的空間の整備、丸の内駅前広場、行幸通り、仲通り

という三つの空間と名称が出ております。この中の一つ、

丸の内仲通りの整備について、少し紹介したいと思いま

す。 

 丸の内仲通りは、南北に貫く歩行者中心の回遊軸です。

おそらく1kmほどあるかと思います。この丸の内仲通

りをよりよい空間にしていこう、あるいは活用していこ

うという取組みをしています。具体的に分かりやすくい

うと、こちらは断面構成ですが、昔は真ん中に9ｍの千

代田区道があり、両側に6mずつ民地をセットバックし

た歩道がございました。6m・9m・6mの断面構成だっ
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たのです。これが最近の周辺ビルの改修にあわせまして、

7ｍ･7ｍ･7ｍの断面構成に変えております。区道として

の9mの幅員は変わりませんが、実は、車道を両側から

1mずつ縮めてこられまして、歩道として1mずつ整備し

ていただきます。それと、民地の6mの歩道とあわせて

7mの歩行者空間をつくる計画です。で、中央の車道を

9mから7mに狭める手法をとっております。実際、この

丸の内仲通りは一方通行で、両側に荷捌き車が停まって

おり、それでも真ん中は何とか通れるというところです。

むしろ、歩道を広げて車道を狭めて、歩行者が中心だと

いう性格付けをより明確に出そうという取組みをしてお

ります。この通りの使い方については、また後ほど紹介

いたします。 

 それから、公的な空間としてもう一つは、駅前広場を

整備し、それに続く行幸通りの整備を行っております。

先程の丸の内仲通りは南北に走っており、東京駅前、そ

れから連なる行幸通りという象徴的な空間がこの東京駅

前に広がっております。2012年の春、2011年度末を目

指し、東京駅駅舎の改築、駅前広場の再整備を行ってい

ます。駅前広場は、交通広場、昔ここは路面電車が走っ

ていた線形がまだ残っておりますが、タクシーがここで

接着し、反対側からも接着します。タクシーに右側から

乗降りする箇所もございます。また、バスも接着します。

以前は、駅前広場がやはりタクシープールになっており

ました。そして今は、中央に都市の広場をつくり、左右

に交通広場をもう一度再整備する予定です。言葉で言う

と簡単でございますが、交通事業者や官民の多方面の協

力をいただいて、このような整備を進めていただいてお

ります。 

 それから、中央の行幸通りという通りですが、歩行者

は残念ながら中央を通ることができませんでした。車は

行幸通りを縦断することができますが、人は縦断できま

せんでした。それを真ん中のこの空間を歩行者空間とし

て整理し、人が自由に歩けるよう計画・整備しておりま

す。現在、車は横断できていますが、9mの仲通りが幅 

40間（73ｍ）の通りを突っ切り横断することはやめて、 

車は逆に迂回をしていただくということにしました。こ

の中央部は歩行者中心の空間にしようと今手続をしてい

ただいております。この行幸通りは、来年度末にはこう

いう形になると考えております。 

 こういう形で、歩行者中心の空間を形成し、駅前広場

は少し広場らしく装飾されるというように聞いておりま

す。現在、東京駅舎については3階建ての当初の姿に復

原する工事をされており、官と民、またビル事業会社と

が鉄道事業会社とが協力している取組みです。 

 それから、その真ん中の行幸通りでございますが、地

下については、地下公共駐車場だったところを歩行者空

間とし、その周辺を写真ギャラリー、展示ギャラリーと

して活用しております。正直、あまり人通りが多くない

ところでしが、少しでも人が通って楽しい空間にしよう

ということで行っております。 

 それから、丸の内仲通りは、先程、有楽町の端から大

手町手前まで１km程度と申しました。丸の内ガイドラ

インの考え方では、大手町へ、さらに川を越えた神田方

面まで北側にも延伸することをまちづくりの方向性とし

て打ち出しております。仲通りといっても、ここは道路

ではなく、民間ビルが建て替えられる中、にぎわいを有

楽町から丸の内、そして大手町にこうつなげていこうと

いった取組みを今進めているところです。 

 2つ目の項目は、まちや通りを活用した各種祭事を紹

介します。実は街中の通りでいろんなことをやっており

ます。外部のイベント－ストリート陸上や競輪スプリン

トなど－も含めるといろんなイベントを開催しておりま

す。ここで紹介しているのは定番です。丸の内の通りを

使った大道芸ですね、ヘブンアーティストです。それか

ら花や緑で通りを演出するのは、買い物客の皆様には一

番喜んでいただいており、フラワーガーデンという名称

のイベントです。また、フラワーガーデンは、道路空間

に設置しているように見えますが、実は民地をセットバ

ックした歩行者空間の中にこういうコンテナガーデンを

設置しております。コンテスト形式なども取り入れ、で

きるだけ低予算でやれるような、そういう工夫もしてお

ります。 
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 それから、東京ミレナリオです。今、東京駅にはJR

東京駅丸の内駅舎の復原もあり、2006年より休止して

おり、今は少しおとなしいイベントをやっております。

「光都東京・ライトピア」を開催し、今年は3回目を数

えます。これは光の行灯もありますが、通りを広く使っ

て演出をする紹介をしたいのです。それから、スポット

的な広場空間をたくさんつくり、回遊性を高める取組み

をしようとやっております。また、橋や石垣に仕掛けや

演出を加えまして、余り人が足を運んでくれなかったと

ころにまで広く人に回遊してもらう取組みを、今行って

いるところです。 

 3つ目の項目は、エリアマネジメント広告です。博多

駅地区でも取組みをされているという紹介が先程ござい

ました。街路灯にバナーフラッグを掲出できるアームを

たくさん取り付けております。しかし、積極的に使える

ようになったのはここ1～2年のことです。普段は、こ

ういうような仲通りの街灯のアームフラッグを使い、に

ぎわいの演出をしています。現在、この右側の写真のも

のが丸の内仲通りに掲出されています。丸の内グルメと

いって、この地域の“食”の魅力をキャンペーンする、

丸の内商店会等、地域の取組みということで、掲出を認

めていただいております。あるいはこのバナーフラッグ 

は、丸の内をイメージさせるこのような色味を、オフィ

ス街は非常に単調ですので加えていくという取組みを日

常的にやっております。 

 それから、先程お話がありましたまちづくり財源とし

ての広告掲出にも、昨年春に一度チャレンジしました。

ANAさんのバナーフラッグを2週間だけ掲出する社会実

験をやらせていただきました。掲出が3月14日からで、

掲出許可が前日の3月13日に下りたという、非常にはら

はらする環境でした。2週間の実験で、アンケートを複

数の項目で取りました。こういう広告物の掲出をまちづ

くり財源としての活用確保することについてどう思いま

すかという項目には、「大変よい」がほぼ半分、「よ

い」、「どちらかといえばよい」を含めると99.6%とい

う非常に高い支持をいただきました。そして今、法的に

必ずしも確立された手法ではありませんので、常設でや

っていくにはどうしたらいいだろうかとう検討もまちづ

くり懇談会という公民の協議の場を経て、丸の内地区で

は行っております。 

 4つ目の項目ですが、まちのファンづくりとして、昨

年、第1回丸の内検定というものを行いました。検定と

いうと堅苦しい雰囲気もありますが、まちのファンづく

りとして行いました。また、特に働いている人間が多く、

このまちの履歴や文化活動をあまり知らない方もいらっ

しゃるので、そのようなことをまず知ってもらおうとい

うのがきっかけでした。今年は、ガイドブックづくりと

検定の開催の二本立てで、昨年合格してくださった方の

参加もいただきまして、7月の上旬を目途に取組みを行

っているところです。決して丸の内で働いている人間ば

かりが受験するわけではありませんので、もしよろしけ

ればこうしたものにもチャレンジしていただけるとうれ

しいかなと思います。 

 5つ目は公園・河川での活動を紹介します。大丸有は

千代田区です。それから日本橋川という橋を渡って向こ

う側は中央区です。この日本橋川という川の両側のまち

づくり交流をしようということで、2年近くになります

が、常磐橋公園というこの地域の名前を使い、地域と千

代田区住民の方が一緒になり、常磐橋公園、常磐橋、そ

して日本橋川などを舞台にまちづくり交流を今行ってお

ります。この写真のように、たばこのポイ捨てのごみ拾 

い、川の浮遊物拾いなどの清掃活動や、チューリップの 
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球根の植えつけなどを行っています。今、水仙がこの公

園に咲いていますが、3月下旬から4月上旬はチューリ

ップが咲いていると思います。公園の中に桜の木がある

のですが、4月2日、3日の桜祭りを今企画しています。 

 

 

昨年暮れには常磐竹灯篭というイベントを行い、な

かなか人が来てくれない常磐橋公園に関心を持ってもら

おうと取組みました。この正面に見えるのが日本銀行で

す。 

この橋を渡ると、中央区・日本橋です。その手前は、千

代田区の公園で、催し物をやらせていただきました。ろ

うそくを使ったので、おそらく道路では無理だったと思

います。公園は、橋が石でできていたので、本当の竹の

器とろうそくを使用する許可をいただきました。参加者

にろうそくに火を灯していただいたので、少し参加型の

催し物になったかと思っております。 

 最後の6つ目ですが、実は東京駅周辺でも今、交通環

境に関係した社会実験を行っております。日本大学の高

橋洋二先生という9月25日の博多駅社会実験シンポジウ

ムに参加された先生にご指導いただいております。メト

ロとロードをひっかけた造語メットロードという社会実

験を行っております。低炭素社会の実現、そして安心・

安全で魅力あるまちづくりの実現これを目指しておりま

す。そして、来街者・就業者の安全と回遊性を高めると

いったコンセプトで社会実験を行っております。準備期

間が短く、一般の方への周知をしつつ今社会実験を行っ

ている最中です。モニターの方にアンケートにお答えい

ただき評価をとろうと考えております。社会実験の内容

は、トライアル循環バスというものです。実は、この地

域はこういうぐるっと回る丸の内シャトルという無料の

巡回バスを走らせているのですが、それとは違った新ル

ートをつくってみて、東京駅周辺の回遊をより促進する

ものです。 

 それから自転車、レンタサイクルの社会実験です。そ

れから、電気自動車をカーシェアリング、ベロタクシー

を使い物流をやるとどうなるだろうかというシミュレー

ション実験です。それから電気自動車の取組み、それか

らエリアワンセグを使って地域情報の発信という実験を

やっております。2月9日～22日の2週間の開催です。も

し、東京にいらっしゃる機会がありましたら、ぜひご参

加いただければと思っております。 

 6つの取組みを紹介させていただきましたが、地域団

体、再開発計画推進協議会など20年かかってようやく

こういった取組みが継続的に行われるようになってきま

した。こういった取組みは、いろいろな団体の連携で行

われていると申しましたが、人のコミュニティーあって

初めてできていると心から感じています。環境に関心が

ある人、安全・安心に関心がある人、それから公的空間

の整備に関心のある方、そういった専門的な団体、それ

からビルオーナー、テナント、事業者、あるいはリタイ

アされたOB、そうした方々が皆で協力してまちづくり

をする体制を丸の内周辺ではとっております。ただ、こ

のようなものはやはり場所を提供してもらうことが重要

です。例えば、オープンカフェの社会実験、大道芸、そ

れからカウパレードという彫刻といったイベントを何回

か開催しましたが、場を貸してくださったり、彫刻をビ

ルのエントランスなどに置かせてくださるという協力や

モニターとしての参加、それから楽しんでの参加、とい

ったことがあって初めて社会実験ができ、形になるのか

なと思っております。博多のまちづくりもそうかと思い

ますが、こうした取組みを行えるのも、人のコミュニテ

ィーがあればこそだと思っております。丸の内でシンポ

ジウムを開催すると参加者300人中、地域の関係者が

100人、外の方が200人いうケースが多いのですが、今

日参加されている300人近い方は、この地域に関係ある

方が多いと聞いております。こうした財産は、私どもは

大変うらやましく思っております。 

 第二部も、参加させていただきますので、ご質問があ

ればその時にお答えしたいと思います。ご清聴、ありが

とうございました。 

 

事例紹介事例紹介事例紹介事例紹介ⅡⅡⅡⅡ    

『「『「『「『「通通通通りりりり名名名名でででで道案内道案内道案内道案内」」」」のののの取組取組取組取組みみみみについてについてについてについて』』』』    

中野中野中野中野    道男道男道男道男（（（（九州地方整備局道路部道路計画第二課長九州地方整備局道路部道路計画第二課長九州地方整備局道路部道路計画第二課長九州地方整備局道路部道路計画第二課長））））    

 

こんにちは。中野

です。よろしくお願

いいたします。「通

り名で道案内」の取

組みを紹介させてい

ただきます。この取

組みの目的は、土地

に不慣れな方のため

に、通りの名前と距

離を表す番号を記載した「標識板」で目的地への案内を

するものです。 
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例えば、「六本木通り#6」と書いてあります。これは、

「六本木通り」という通りの起点から概ね 60 メートル

の位置である事を表しています。さて、日本と欧米諸国

の住居表示の違いは、日本の場合は街区方式といって道

路や鉄道、河川などで区画された地域に付される符号で

表示されています。例えば、博多駅東二丁目 10 などと

一般的には表示されています。この方法だと仮にタクシ

ーに乗っても、ドライバーへの案内が難しく、実際には、

この角を曲がってくださいとか、どのビルの近くに行っ

て下さいと使っているのが一般的かと思います。 

それと比べて、欧米諸国で採用されている道路方式

は、“Southwark St.A3200”と、通り名と建物に付され

る番号で表示します。分かりやすさの点では、道路方式

（通り名で道案内）の方が優れているのではないかと考

えております。 

現在、国土交通省で取り組んでいる「通り名で道案

内」の場合は、場所を規定するルールがあります。基本

は、通りに名前を付け、通りの起点から概ねの距離を

「＃番号」で表示します。基本的には、10 メートル間

隔、そして起点を背に、右側に奇数、左側に偶数を表示

するものです。「#6」とは、通りの起点から概ね 60 メ

ートルの位置、「#15」は、150 メートルと起点からの

距離を表しています。次に、3 つの基本要素についてお

話します。まず通り名を明示した標識板を現地に設置し

ます。標識板には「通り名」と「♯位置番号」が入りま

す。それを使うと、例えば自分のお店を紹介する時に、

何々通りの何番ですという案内ができ、非常に分かりや

すいものになります。 

次にマップを説明します。これは日南市油津地区の

取組みです。ここには、油津港があって昭和10年代に 

 

マグロ漁が非常に盛んだったのでマグロ通りという通り

名があります。それから、赤レンガ造りの酒屋があった

という赤レンガ通り。ごらんの通り、主要な所は＃と位

置番号付きの位置表示が地図上に示してあります。「男

はつらいよ」のロケ地だったという案内もあり、当時の

映画を見たい気持ちになりますね。この地図は地域の方

の手作りで、昔、郵便局があったとか電報局があったと

か書いてあり、地域の方の手作りならではの情報が満載

です。「通り名で道案内」は、全国的に取り組まれてい

る国土交通省の施策です。平成 18～19 年度に、全国

27 地域で社会実験として実施されております。非常に

いい評価を得ており、現在、本格実施に向けた取組みを

進めております。九州においても平成 18 年度より取り

組んでおり、今年度行われている博多地区での社会実験

を含め、これまでに、17 ケ所で実施されております。

現在でも、福岡市大名地区で取組みが進められている状

況です。平成 18 年に長崎で実施された事例ですが、通

り名は路面にも表示されています。 
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「さるく博」の時に使われたマップをご覧ください。 

「ししとき川通り」とあります。1600 年代に長崎奉行

により火事対策として人工的に掘った川であったという

紹介と、昭和 30 年代の写真が付いています。やはりこ

ういった地域の歴史などをガイドさんが取り上げると、

現地への親近感がわくのではと思います。 

 

これは日南市油津地区の「マグロ通り」の標識板の

写真です。そこには QR コードが貼り付けられており、

通りの由来や位置情報等などを紹介しています。モニタ

ーツアーと称し、標識板の設置後、皆さんが体験されて

います。子どもさんも、自分の住んでいるところの歴史

を学び、郷土愛が生まれているのではないかと思います。 

これは南さつま市の国道 226 号の取組みです。南さ

つま市は、加世田市を中心に１市４町の合併にあわせ、

市内の国道 226号の約 64キロに「南さつま街道」とい

う愛称をつけられています。南さつま市では、写真コン

テストを実施し、優秀作品の撮影スポットを、「さつま

海道八景」として、地図上で紹介しています。そこには

起点からの距離、#と位置番号、八景の位置などが載っ

ているので、現地の標識板と対応させることで、ドライ

ブには非常に分かりやすいと好評です。 

 

今年度、福岡国道事務所と福岡市で、3 月を目標に通

り名標識の整備を行っています。整備されたら、ぜひ、

通り名の標識板を頼りに散策してみて下さい。また、長

崎市の大浦・外海地区で「通り名での道案内」を実施す

るために、地域の方が非常に一生懸命討議されている様

子です。日頃あまり喋らない人が、通り名の話になると

非常に喋りだしたというお話を聞いたりしますので、地

域の活性化に繋がっていると感じています。 

平成 18 年度の長崎市での取組みでは、「非常によい

取組みである」と、約 9 割の方からご回答いただきま

した。観光客に、「場所を教えやすい」、「自分のお店の 

場所を教えやすい」、「来街者の方に自分のまちや通りの

名前を知ってもらえる」などの点で、非常に高い評価を 
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得ています。良い取組みと思わない方は、「地域を知っ

ているので必要ない」という評価をされています。平成

19 年度の日南市油津地区の取組みでは「目的地が分か

りやすい」、「通りを覚えやすい」と非常に評価が高いと

のことです。 

  

私達は取組みを推進しておりますが、「通り名」で道

案内するための留意点として、まず通り名を表示すると

きに、地域に親しまれている「通称名」の使用、「通称

名」がない時は合意形成をして決めていただきたいとし

ています。やはり名前は過去の歴史があるということも

あり非常に大切かと思っています。それから、標識のデ

ザインは、景観への配慮や管理面からシンプルなデザイ

ンにするということです。アンケートの回答に「気づき

にくい」とあり、標識板の設置にあたっては、見やすく

人の目線に気を配り、景観を阻害しないしっかりしたも

のを付けることが重要だと思っています。それから、マ

ップは、既存のものがあれば反映していくことも重要だ

と考えています。そして、#など記号の意味をしっかり

書いていただきたいと思います。 

「通り名で道案内」は、地域資源の再発見や、地域の活

性化のほか観光振興に寄与するものと思っています。ま

た、通り名の命名や標識板作成を地域の方々と一緒にな

って行うことで、地域コミュニティーの再生にも繋がる

ものと思っています。九州地方整備局では、この取組み

を九州全域に展開したいと思っております。そのために、

九州の玄関口である博多駅地区の取組みがきっかけとな

ればと期待しております。以上、簡単ではございますが、

概要説明を終わります。ありがとうございました。 
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【【【【第二部第二部第二部第二部】】】】パネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッション    

『『『『博多駅地区博多駅地区博多駅地区博多駅地区のののの今後今後今後今後のまちづくりをのまちづくりをのまちづくりをのまちづくりを考考考考えるえるえるえる』』』』    

○○○○コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

井上井上井上井上    信昭信昭信昭信昭        

（（（（福岡大学工学部社会福岡大学工学部社会福岡大学工学部社会福岡大学工学部社会デザインデザインデザインデザイン工学科教授工学科教授工学科教授工学科教授））））                            

○○○○パネリストパネリストパネリストパネリスト    

金城金城金城金城    敦彦敦彦敦彦敦彦        

（（（（大丸有大丸有大丸有大丸有エリアマネジメントエリアマネジメントエリアマネジメントエリアマネジメント協会事務協会事務協会事務協会事務局局局局長長長長））））    

森山森山森山森山    誠二誠二誠二誠二    （（（（九州地方整備局福岡国道事務所長九州地方整備局福岡国道事務所長九州地方整備局福岡国道事務所長九州地方整備局福岡国道事務所長））））    
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【【【【井上井上井上井上】】】】            ただい

ま、ご紹介いただきまし

た福岡大学工学部社会デ

ザイン工学科の井上です。

第二部のパネルディスカ

ッションのコーディネー

ターでございますが、ち

ょっと堅苦しくなります

ので、私としては進行係

を仰せつかったというふうに思っております。どうぞ、

最後までよろしくお願いいたします。 

 このパネルディスカッションのテーマは、「博多駅地

区の今後のまちづくりを考える」ということになってお

ります。趣旨としましては、先程1時間少しかけていろ

いろご発表いただいた博多駅地区社会実験の内容、それ

から東京あるいは国レベルでの取組みについての事例な

どでご紹介いただきました成果や知見を、4名のパネリ

ストの皆様に博多駅地区のこれからのまちづくりにどう

生かしていくのかを、会場の皆様と一緒に考えていきた

いということでございます。ただし、このディスカッシ

ョンの時間は非常に限られております。早速、ディスカ

ッションに入りたいと思います。 

 まず最初に、4名のパネリストの方々に先程の事例等

をお聞きになっての印象、特にお気づきの点、あるいは

博多駅地区の特性など、自己紹介を含めて簡単にお話を

いただければと思います。それでは、私の近くから順番

にお願いします。まず、金城様、よろしくお願いいたし

ます。 

【【【【金城金城金城金城】】】】  金城でございます。実は以前、南区に住

んでおりまして、長丘小学校と筑紫丘中学校というとこ

ろを卒業し、高校までいましたが、博多は非常に遠いよ

うな感覚を持っておりました。こういうまちづくり活動

に、多くの方が参加されているということに、非常に、

驚いております。それから、この社会実験の取組みです

が、現場を見ていませんが、報告書を見て、地域の方と

企画されている方とが交流しながらつくっていっている

という印象を、強く感じております。非常に積極的に、

交通系からイベント系まで併せてやるという取組みでし

た。東京駅周辺の場合は交通系は

交通系、物流は物流、イベントは

イベント、社会実験の項目がばら

ばらになっているかなという感じ

があるので、交通系から人の営み

に至るまで一体的に行われている

のは、本当にすごいなと感じてお

ります。 

【【【【井上井上井上井上】】】】  ありがとうござい

ました。 

 それでは、お二人目のパネリストとして森山様、よろ

しくお願いいたします。 

【【【【森山森山森山森山】】】】  福岡国道事務所の森山でございます。私

が今日ここに呼んでいただ

きましたのは、多分、二つ

の側面があるかと思ってお

ります。一つは、この博多

まちづくり推進協議会の社

会実験実行委員会のメンバ

ーであり地元の道路管理者

として参加しており、その

関係から何を考えどうした

いかということを述べるということ。もう一つは、私は

金城さんとは逆で、去年の7月に福岡に参りました。福

岡は全く初めての地で、そういう中でこれまで道路の関

係の仕事や都市計画、消費者行政などいろいろやってき

ました。社会実験につきましては、平成11年に制度が

始まったと記憶しております。ちょうどその時、国土交

通省の道路局で、社会実験という制度ができて予算が取

れ、その担当になりました。どのような制度にするか考

えろと言われまして、では、どういうふうにやるのかな。

補助金形式とするのか、国の事業として行うのか、いろ

いろ制度のあり方を悩みながら進めていった経験があり

ます。以上二点から、今日ここに私がいる意味であると

考えています。 

 特に、社会実験というのは、場所と時間を限定し、普

通はやれないかもしれないことをやってみようじゃない

かというものです。今まで行政の性格上、きっちりやっ

てやるときにはやり、やらないときはやらないというこ

とが基本でした。世の中の現象は、やってみなくちゃわ

からないということがあるので、とりあえずやってみよ

うというのが社会実験です。そのとりあえずというのは、

ある期間を区切る、ある場所を限定するとそういった形

で取り組もうということで10年前に始まりました。そ

ういった中で、どういったゴールを目指すのか、という

ことが重要になります。この福岡・博多の場合は、平成

23年春に九州新幹線全線が開通することを前提にどの

ように盛り上げていくかを、社会実験という場を通じて

皆さんが一生懸命考えておられます。その一生懸命考え
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ることもまちの力であり、そういった点に博多・福岡の

力をひしひしと感じております。ですから、いい成果を

出すことはもちろん重要ですが、そのいい成果に向けて

取り組むこと自体にも価値があるのではないかと考えて

おります。 

【【【【井上井上井上井上】】】】  ありがとうございました。 

 それでは3人目のパネリストとして、福山様、よろし

くお願いします。 

【【【【福山福山福山福山】】】】  福山でございます。地元に住んでいると

いうことで、パネルディスカ

ッションに出させていただい

ています。 

 今回の社会実験はいろんな

実施メニューがありましたが、

私はそれぞれの目的に見合っ

て非常に良かったのではない

かと思っております。その中

で二、三、地域から見た感想を申上げます。一つはやは

りオープンカフェです。利用者が少なかったという報告

もありますが、非常にいい企画で皆さんにも好評でした。 

ただ初めのうちは誰も利用していなかったので、私自身

も「腰を下ろしていいのかな」と感じました。また、座

ればお茶か何かを飲みたいところですが、売っていると

ころまでは距離があり、利用しやすい工夫が必要がある

と感じました。駅前通りのまちづくりでのイメージとし

て、こうした空間を利用したにぎわい作りができること

や、皆さんにも喜んでもらえるくつろげる場所の提供が

大切であることがわかったという点では非常に良かった

と思います。次に、回遊パフォーマンスやハロウィーン

パレードですが、伝統的な「博多にわか」や「博多どん

たく」と趣を変えて良かったと思います。「山笠がある

けん博多たい」といわれるように、もともと博多の人は

お祭り騒ぎが好きな人種で、意外性のある企画だったし

喜んで貰えたのではないでしょうか。社会実験期間中だ

った10月もいろいろ行事がある時期です。特に26日は、

天候も恵まれず、いまいち人通りが少なかったようです。

加えて、この地域は土曜･日曜はお休みの店が多く、社

会実験中の休日営業を呼び掛けるべきだったと反省して

いるところです。今後機会があれば、地域に呼びかけて

積極的な参加をお願いしたいと思っています。もう一つ

は、通り名付けですね、プロジェクトの段階から参加さ

せていただきましたが、ワークショップを通じてコミュ

ニティづくりに有益だったと思います。討議の中で土地

に愛着を持ったとか地域の見方が変わったとの意見があ

ったことは非常に良かったことです。ただ、実験までの

期間が短かったことや実際に表示した数が少なく、私も、

通り名サインはどこにあるかなと探したくらいですから、

皆さん方はお気付かれなかったかと思います。通り名付

けはまちづくり活動の中でも大きなインパクトであり、

今後とも社会実験の成果をまちづくりに結びつけられた

らと感じております。 

【【【【井上井上井上井上】】】】  ありがとうございました。 

 それでは、最後のパネリスト、樗木様、よろしくお願

いします。 

【【【【樗木樗木樗木樗木】】】】     社会実験実行委員長を務めております。

まずはその立場から、この社会実験に、会場にいらっし

ゃる多くの方にもご参加いただき、あるいは実行委員会

でいろいろとお骨折りをいだいた皆様方に、心からお礼

を申し上げたいと思います。 

 冒頭にご報告ございました

ように、実験そのものは14

の項目にわたって行っており

ますが、大きくは二つにわか

れるかと思います。一つは、

車道を規制し人の回遊性を高

めるなど、いわゆる駅地区の

交通問題の改良にあたるもの

です。いま一つは、これからのまちをどうするかという

博多駅地区のまちのあり方、にぎわいの演出、そういっ

た内容であります。実験した当事者として冒頭に総括を

させていただきます。 

 前者の交通問題については、皆さんもおわかりのとお

り、博多駅地区は福岡の表玄関であります。人をベース

にしてまちの表玄関にふさわしい交通の秩序を形成する

必要があり、そういう観点で回遊性の確保、秩序ある公

共空間の利用のあり方を模索しました。この点、より一

層の改良を工夫することが、この博多駅地区をまちらし

いまちにするうえで必要だと確信しました。そのために

は、より人に着目した地区の交通を組み立てる、人が主

体であることが大切であると痛感しました。車に対する、

車を主体にする交通と言えば、これは20世紀の遺物で

あると、言い過ぎるくらい言ってもいいんじゃないかと

思っております。駅地区はまさにそうした古い概念を脱

却して、誰にでも優しい、環境に潤いのある交通体系を

確立することが問われるものと確信いたしました。 

 一方、まちのあり方につきましては、イベントや休憩

所の設置など、にぎわいをキーワードで思いつくことを

できるだけ盛り込んで実験を実施し、より効果のあるも

のは何であったかを模索したところでございます。これ

につきましても、例えば先程紹介があったハロウィーン

パレードのように、成功したものがあります。しかし、

全体としては今、福山さんからもお話がありましたよう

に、定着するにはなお一層の工夫と努力が必要だという

ことを痛感しております。そうした中で少なくとも言え

ることは、皆で努力すれば博多駅地区を十分ににぎわい

のまちにすることが可能だということが明らかになった

と総括させていただきます。 

【【【【井上井上井上井上】】】】     ありがとうございました。4名のパネリス

トの皆様から、自己紹介を含めて博多駅地区社会実験の

感想等をいただきました。 



―１６― 

 最初にちょっと申し上げようかと思っていたんですが、

ここにご登壇いただいている皆様、私も含め実は5名の

うち金城様を除く4名は、実は地区社会実験実行委員会

のメンバーであります。先程実行委員長の樗木様より前

向きの総括を既にいただきましたが、一方で、個々の委

員であるパネリストの皆様は、反省点も相当お持ちでは

ないかと思います。この後はそういった反省も含めなが

ら、ご意見を伺いたいと思います。他方、金城様には外

から見た厳しい目で、今後の博多駅地区のまちづくりに

向けてのご意見を賜りたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 先程の報告会にございましたとおり、今回の社会実験

では三つのコンセプトが用意されました。一つは、『通

りに「わかりやすさ」と「にぎわい」を』、二つめは、

『通りに「歩きやすい空間」を』、三つめが『環境と健

康に優しい移動手段の提供』でございます。二つめと三

つめはかなり一体化したテーマ、コンセプトと思います

ので、この後は大きくは二つの分野に分けてパネリスト

の皆様の意見を伺っていきたいと思っております。 

 それでは、まず最初に『通りに「わかりやすさ」と

「にぎわい」を』ということで、先程もやはり国土交通

省の方よりご報告がございました。通りの「わかりやす

さ」という立場で政策を進めておられる森山様から、

『通りに「わかりやすさ」と「にぎわい」を』に関連し

て、今回の社会実験への提言へとつながるご意見をいた

だけましたらと思います。それでは、よろしくお願いし

ます。 

【【【【森山森山森山森山】】】】     今回の社会実験は、非常に多くのメニュ

ーがあり、それぞれ工夫され、かつタイミングがあえば

個々に本格的に実施可能なものばかりだと思っています。

ただ、いずれもほかの実験や規制等もの関係がありまし

て、2日間だけとか1日だけとか1週間といった実験であ

りました。しかし、通り名の案内というのは、長くやっ

てこそ意味があるので、ちょっと異質な実験だったので

はないかと思っております。先程申し上げましたように、

去年の7月に初めて福岡に来て、非常にいいまちだと思

いました。コンパクトで何でもあるという意味ですが、

欲を言うと、博多駅、それから天神、中洲、キャナルシ

ティ博多の関係というのは、よくわからないわけですね。

それは観光客でもそうだと思います。ですから、今回の

社会実験もこのプロジェクトの目的が、住んでいる人の

みならず、来訪者、外から来た人にうまくわかりやすさ

を提供して、それをその地域の活性化に結びつける事に

あります。しかし、外から来た人が本当にわかりやすい

まちであるかということは少し考えたいと思っておりま

す。 

私は生まれが岡山で、東京に住んでいたり、昔は新

潟にいました。新潟にいた時に思ったことをお話します。

太平洋側に住んでいますと、北が山で平野があって南が

海になります。東京でもそういう感じですね。福岡では、

北に海があって、それから平野があって南に山というの

が当たり前なのでしょうが、その地図を思い浮かべると

きに縦・横・上下が逆になってしますんですよね。そう

すると、急に方向がわからなくなるということがありま

した。この福岡も北に玄界灘があって、それから平野が

あって南に山ですから、どうも頭で場所を思い浮かべる

時に、何かこうわかりにくくなるんですね。これは僕だ

けかもしれませんが、そういう人もいるということで聞

いてもらえばいいと思います。 

そういうことを念頭に置き、誰もが博多駅、中洲、天

神、キャナルシティの位置関係がわかるかというと、多

分わからないと思います。でもせっかく来てくれた方が、

博多駅に降りてキャナルシティ博多→中洲→天神という

位置関係がクリアにわかればいちいちタクシーや電車や

バスに乗る必要はなく、歩いて回れるわけです。住んで

いる人は普段は歩きませんが、観光客は歩きます。通り

名サインの取組みはそういう人をターゲットにするのか

なと思っています。そうすると、例えば鹿児島や京都か

ら来た人が、無理なく歩ける。地図を持ってにらめっこ

しながらではなく、自然に歩いていける。それが一つの

理想かなと考えた時に、やはり今回の通り名の実験は、

博多駅地区でははかた駅前通りを中心としたエリアに留

まっておりますが、その先に広がっていくことが必要で

す。既にけやき通りや大名地区でも取組みが始まってい

ますので、うまくつながっていくといいなと思っていま

す。 

結局、そのにぎわいというあいまいな言葉は、要は人

が外に出て、路上にいる、歩いているということだと思

います。だから、建物の中にいるのではだめなので、特

に道路、歩道に人が出て留まっているか、これがにぎわ

いなんですよね。そのためには、外へ出てもここは今ど

こにいるかというのが簡単にわかることが重要ですので、

今回社会実験第1回目は1ヶ月、次回は3ケ月と。少し見

にくく数が少ないかなと福山会長からお話がありました。

トライアルをやりながら、もう少し先の中洲まで歩かせ

るにはどうしたらいいかとか考えつつ、博多のまちに詳

しくない人でも気がついたら中洲へ歩いて行ったという

展開にもっていけたらと思っております。はかた駅前通

り、国体道路、中洲はいわゆる幹線系ですが、大名地区

のようなところもあります。そこにはいい飲食店があり

ますが、行きにくかったりします。地図を見てもたどり

着けないこともあります。その時に、通り名表示が実施

され、間違えずに店に行けるということが早く実現され

るといいなと思っております。この通り名プロジェクト

は、全国で行っておりますが、福岡は有力なエリアでし

て2年以内に、いわゆる実験ベースから市民ベースにな

ると期待しています。地図に通り名表示が、例えばJR

さんが発行する地図に入っていたり、地域の商店街の地

図にはマークが入っていたり、そのような工夫があれば

博多のまちに詳しくない人でもわかりやすいと言ってい
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ただける、そういったまちづくりができるといいなと思

っております。難しい話ではありませんので、できるだ

け早く具体化できたらと考えています。 

【【【【井上井上井上井上】】】】  ありがとうございました。通りのわかり

やすさからにぎわいの創出へということでご意見をいた

だきました。次に、東京からおいでの金城様にご意見を

賜りたいと思います。東京の場合は、先程の報告で皆様

おわかりのとおり、非常に多様な手段や多様な空間でに

ぎわいを創出されているようですので、今回の博多駅地

区のにぎわい創出の手段と比べるような形で、東京から

見たあるいは大丸有地区から見たにぎわい創出というこ

とについて、何かご意見をいただければと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

【【【【金城金城金城金城】】】】  先程の繰り返しになるかもしれませんが、

丸の内の場合は仲通りという通りが、幹線道路ではなく

て人中心の道路、結局荷捌きですとかタクシーですとか、

ごっちゃにはなってはおりますが、歩行者中心の道路と

いうこともあり、そこを中心にまちづくりを進めており

ます。先頃、断面構成を統一しまして、石貼りに変える

などの雰囲気づくりといった第2ステップに入りました。 

 第1ステップに何をしたかと、まちづくりという民間

のビルの事業としての戦略もあるのですが、まず、昔は

路面が全部オフィスや銀行でした。3時になるとシャッ

ターを降ろしてしまい、土・日はゴーストタウンで、休

日に出勤すると、お昼をどこで取ろうか困ってしまう、

10年前は本当にそういうまちでした。まず、駅周辺か

ら路面店を増やしていきました。ビルの中で就業してお

られるレストランや喫茶店はわかりにくいので、できる

だけ路面にお店を並べましょう、にぎわいをつなげまし

ょうと。最初金融機関のオーナーさんなどは、そんなこ

とを言われてもという反応でしたが、改築の際に工夫し

ていただき、店舗の入れ替え時にオフィス系から物販系

や飲食系に変えていただいて、仲通りにできるだけにぎ

わいが絶えないようにしようとしました。建て替えでは

なくて、店舗の入れ替えでそのようなことを大分頑張っ

てやっておりました。それと併せて、集客イベントを行

ったり、次に、店舗が成り立つのかということが出てき

ますので、にぎわいづくりのために道路の改修や、花や

緑で演出、定常的な催し物、年に1回東京ミレナリオの

開催では、お店は成り立ちませんから、できるだけ平日

でも音楽や大道芸などいろいろなイベントを絶やさない

よう心がけております。 

 ちょっと辛口もいいと最初言っていただきましたので、

お話をさせていただきますと、この報告書にいろんなマ

ップやバナーがあります。先程も秋吉さんからバナーの

お話がありましたが、道路に平行にするとやはり効果は

薄いです。理由は、下の方に車道型から25センチ以上

離すことが望ましいとありますが、場合によると片側だ

けでもよいので歩行者の向きに合わせる（正対させる）

区間があってもよかったのかなと思います。例えば、歩

行者が見て道路に平行に掲出した場合と、道路に歩行者

の動線に向かって正対する直行方向と、実験区間を2パ

ターンつくったらよかったかもしれません。やはり歩行

者空間側の片側のみでもよいので道路と直行する向きで

バナーを掲出した方が、やっぱり効果的であると思いま

す。仲通りも標識があったり、あるいは風向風速計をつ

いているためバナーをつけられないところもありました

けど、片側でも歩行者に正対するようにつけました。ぜ

ひ今度機会があったら、トライされたらいいかなと思い

ます。 

 それから、マップについてですが、観光客など初めて

いらっしゃる方には、建物にへばりついていたり、道路

と平行なマップはやはり見にくいです。あまり歓迎され

ないものですが、各地点に、例えば各地点に街路灯に立

て看板を正対して見ることができるように、マップをつ

けていれば、視界に入るしわかりやすいです。進行方向

が上、手前が下にくるように、正対する形で、細長くな

っても、通りに正対しているマップの方が見やすいと思

います。丸の内でも、新ビルの敷地内に、直行する形で

何ケ所かまち案内サインを付けています。これは結構皆

さん見てくださるんです。あっちに行くと東京駅、こっ

ちに行くと有楽町とか、わかりやすい案内方法は、逆に

あまり見てくださらなくて、地図で自分の位置を確かめ

るということをやります。よく女性は地図が不慣れと言

いますけど、そんなことはないです。女性の方が立ちど

まって位置を確かめて、「私、このビルに行きたいから、

こっちだね。」ということを確認されています。ぜひ、 

それをやっていく手はあるかなと思っております。 

 それから、少し勝手なことを申しますが、大博通りを

歩いてきて、こういうふうに通りの名称のプレートを付

けたんだな、10月の実験の名残でまだ付けているのか

なと実は思っておりました。というのは、既に曲がって

いたり、にじんだりしています。3月末まであと少しで、

大変ですが、皆に「あれいいよね」と言って貰える格好

いいプレートを付けられた方が印象がよくなると思いま

す。名称やパンフレットは非常にセンスがいいと思いま

すが、プレートはどうかなと思ったものですから言わせ

ていただきました。 

 それから、にぎわいは、先程も言いましたが、小さな
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ものでもそれから花や緑を絶やさないことが、力かなと

感じております。ただ、非常にコストがかかりますので、

東京駅周辺は大変苦労しております。 

【【【【井上井上井上井上】】】】  ありがとうございました。早速、具体的

に辛口のご意見を賜りました。一点確認ですが、大丸有

でバナーを、歩行者の進行方向に直角に提供したのは、

いつの時点のお話ですか。 

【【【【金城金城金城金城】】】】  大きな声では言えないんですが、そうい

う掲出に行政上の手続があることを知らずに、3年間程、

勝手にやっていました。2年程前からは、道路占用、広

告掲出届を認めていただいてやっております。幸いアー

ムが車道にはみ出していない位置にあり、また街灯自体

も少し内側にあったため、社会実験の際に何ケ所か後づ

けしましたけれど、それも正対する形でつけております。

ただ、道路法上際どいところは、両側ではなくて片側だ

けになりました。 

【【【【井上井上井上井上】】】】  今は、基本的には行政、この場合は道路

管理者も納得をした形になっているということですね。 

【【【【金城金城金城金城】】】】  そうですね、千代田区さんにお願いして

正対してつけていただいている場所や、民地の中に街灯

がある部分、それから道路を借りて民間が街灯をつくっ

ている場所もあり、どこも正対する形でアームをつける

ことはご了解いただいております。 

【【【【井上井上井上井上】】】】     ありがとうございました。なぜ、こうい

うことを申し上げるかといいますと、そういう事情とい

うか、事実を知っておれば博多駅地区の社会実験のとき

にも、もしかすると直行する形で掲示をすることができ

たのかなという反省を込めてのことです。ありがとうご

ざいました。 

 それでは、引き続きまして、先程イントロの部分でも

少し地域の住人の参加に触れていただきましたが、改め

て福山様にそのような観点からご意見いただきたいと思

います。よろしくお願いします。 

【【【【福山福山福山福山】】】】     『通りに「わかりやすさ」』ということ

で、駅前、駅近くの通りに名前を付けるプロジェクトチ

ームをつくりました。そこで通り名付けの会議を3回程

行いました。やはり参加してみると、昔の地名を思い出

したり、地名への思いをぶつけ合うことができ、コミュ

ニティーでのお互いのきずなが非常に深まりました。そ

れからまちや土地への思いを改めて見直すことができ、

通り名付けは非常によかったと思います。 

 通り名付けはできましたが、社会実験に至るまでの間

に時間があきました。それには、プレートその他につい

ての準備の問題があったからです。地域も、新聞を見て

認識はしている方は多かったのですが、地域の人々と社

会実験の兼ね合い、認識が少し足りなかったのではない

かと思って反省しています。何しろ、通り名付けをする

重要性、通り名付けを通じて地域に活性化を与えた、極

端ですが、そう言えるのではないかと思います。 

 今日もここまで歩いてきたのですが、若い２人が地図

を見ながら「ここはどちらの方に行けばいいのですか」

と聞かれました。博多駅地区は、駅を中心に放射線状に

なっているものですから、自分が真っすぐ行っているつ

もりでも方向感がわからなくなり、駅のすぐ近くにいる

のに、「駅はどちらですか」と尋ねられることがたびた

びです。駅を見渡せる通りが少なく、初めての人には大

変わかりづらいようで、標識を多くつくり、標識を置く

ための通り名をもっと沢山付ける必要があるのではない

だろうかと思っています。そして、付いた看板を地図に

載せるように働きかけると共に、大きな通りを色分けし

て表示すれば地図を見る人も安心してみることができる

のではないかと思います。例えば大博通りはグリーン、

駅前通りはイエローなど通りを色で表すことができれば、

わかりやすさがさらに増すのではないかと、通り名と関

連させることも考えています。 

 通り名付けで、皆さんから非常に人気があったのは、

末広通り、次が筑紫口通りでした。新幹線を降りて筑紫

口を出たところが「竹下通り」で、竹下はJRの博多駅

の次の駅でもあり皆さんの認識が薄いのが現状です。博

多口地通りや筑紫口通りなど、駅周辺の大通りに通り名

付けができたことはわかりやすくなり非常に良かったと

思います。パブリックコメントで１番人気の高かった

「末広通り」は、昔の町名から名付けたものですが、は

かた駅前通りからキャナルシティ博多に通じる道に沿っ

た通りで、西日本シティ銀行の本店から一つ入った裏通

りになります。はかた駅前通りと違った博多のよさが出

せるまちづくりが出来ればとの思いもあります。駅から

キャナルシティ博多までの約500mの道ですが、ここを

通ってキャナルシティ博多にいくためには、今からにぎ

わい通りを作っていかねばなりません。末広通りを通れ

ば博多が見える「これが博多だ」となるような通りを考

えています。うどん発祥の地をPRしたうどん屋さん、

豚骨ラーメン、もつ鍋などのほかまんじゅうや川端ぜん

ざいなど博多の食文化が味わえる通りとする。また、博

多にはいろんな伝統工芸がありまが、博多人形や博多織

などを体験できる即売店、どんたくや博多山笠の雰囲気

が味わえる場所の設置などをして、ここが博多というこ

とを感じられる通りに出来たらと思います。45年前に

田んぼの中にポツンと博多駅が出来て今のようになりま

した。末広通りもここが博多だと言われる通りにするた

めに、10年、20年かけてつくり上げていくという気持

ちで、にぎわいの街づくりを考えていきたいと思ってい

ます。 

【【【【井上井上井上井上】】】】  ありがとうございました。お話の中で、

かなり通りの歴史性や地域性が重要であるということが

皆様のご意見のからまとめられつつあるいう気がしてお

ります。 

 それでは、引き続きまして、残った二つのコンセプト、

すなわち「通りに歩きやすい空間を」、「環境と健康に

優しい移動手段の提供」について、まずは樗木様にご意
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見をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

【【【【樗木樗木樗木樗木】】】】     実験をしながら、将来をどう展望してい

くか、まとめとして、私なりに図を描いて説明申し上げ

ようとこのスライドをお持ちしました。 

 

  

博多駅地区は、言うまでもなく鉄道、地下鉄が存在

し、それが契機となってでき上がったまちです。まちの

基本は鉄道、地下鉄です。このことは、これらが専用の

空間に装置されている施設であるということの積極的活

動を意味します。一時停止するところである駅、駐車場

もそうです。そういう特殊性を持っています。一方、ま

ちはさっきもおっしゃっていましたが、人があってのま

ちで、それ以外の何ものでもないというのが私の強い主

張でございます。これら二つのことをあわせて考えてみ

ると、駅地区というのは鉄道があり、そのことで人が集

積し回遊する、それが基本になるということですから、

この地区の交通問題を考える基本コンセプトは、こちら

に赤で書いております、「人に優しい、環境に優しいに

ぎわいの地区交通」であるということです。したがって

駅地区の交通問題は、鉄道、地下鉄は別として、それ以

外の多様な交通手段が道路や駅前広場といった公共空間

を互いに奪い合っていることが駅地区の問題の根底にあ

るといえます。 

 そこで、この問題をどうしていくべきかということに

なります。交通手段ごとに通行路、一時停車場、駐車場

が必要です。しかし、さっきも申しましたように、人が

一番大事なわけですよね。そのように考えるならば、歩

行者の扱いを最優先に考えるべき地区が博多駅地区だと

思います。そして、歩行者をみると、歩行空間は必ずし

もきちんと整備されておりません。狭い、あるいは自転

車と歩行者が一緒です。あるいは駅前広場では、歩行者

は隅っこに追いやられて真ん中を自動車が占めていると

いうのがこれまでの状況であったわけです。そういう状

況から、はかた駅前通りでは、人に着目して、点線の1

と書いているとこについて、歩行者の回遊性を確保し、

あわせて自転車と歩行者との分離を図る実験を行ったと

いうことです。そこで、そのような歩行空間、あるいは

自転車通行の分離は、当然ながら、このまちの回遊性、

安全性を向上させる最大のものであると思っています。

また、まちのにぎわい、パレードやお休みどころの話が

ございましたが、そういうものをやるにしても、歩行者

との関係が第一です。歩行者があって初めてパレードあ

るいはお休みどころも問題になるべきです。したがって、

そういうまちづくり、まちの交通づくりを目指すべきで

あると考えてこれを位置づけ、これから努力をすべきで

はないかと、これが第一点でございます。 

 それから第二点は、一時停車、駐車に関することでご

ざいます。博多駅地区は既にまちが完成しておりますの

で、これ以上、道路を増やす、あるいは駅前広場を広げ

るのは難しいことです。したがって、そのような状況で

は一時停車、駐車の面では公共空間利用は必要最小限の

需要にとどめ、譲り合うべきだと思っています。今一番

問題となるのが、先程お話のあった筑紫口等の路上にタ

クシーが車線をふさいでいることであり、第2タクシー

プールの社会実験を行いました。その際に、JR西日本

の新幹線博多ビル屋上駐車場と、報告にもございました

ようにもう1ケ所が筑紫口中央通りに面した福岡県東総

合庁舎駐車場の2ケ所について、この第2タクシープー

ルの実験を行ったわけでございます。しかし、残念なが

らJR西日本新幹線博多ビル屋上駐車場は細街路を使っ

て出なければならないという問題があり、かえって渋滞

を起こしてしまいました。ということから、第2タクシ

ープールのようなものはどこでもいいからつくれという

ことではありません。将来的に必要があるということが

指摘でき、同時に、その場所の選定と推進に当たって、

交通事業者がその責務としてやるべきではないかと思っ

ておりました。と申しますのは、例えば、タクシーばか

りを槍玉に挙げるわけではありませんが、タクシープー

ル一つ取ってみても、一体どの程度の規模を公共空間と

して確保するかと考える時に、当然、タクシー業者の方

は目いっぱい欲しいという話になるわけです。しかし、

利用者の立場からすると、駅に降りて、タクシーを長時

間待たなくて済む程度でいいわけですよね。ですから、

すぐ来てくれればいいわけですから、当然そこには過大

なスペースというのはあり得ず、限度があります。その

ようなことをきちんと考え、節度ある公共交通機関の空

間の利用をすべての交通手段に推進していくということ

が大事なところで、この二つを達成しつつ、まちづくり

と駅地区の交通は考えていくべきではないかと考え、ま

た強く確信しました。皆様のお話と少し違って恐縮です

が、今後もっと皆さんと共にこのような面を一緒に考え、

実現していくために、強く訴えさせていただきました。 

【【【【井上井上井上井上】】】】     ありがとうございました。 

 国、博多駅地区の特性を踏まえた上で、ここでこそ歩

行者優先の空間づくりが必要であると、力強くまとめて

いただいたと思います。考えますに、最近、新聞紙上を

にぎわした地下鉄七隈線、天神南駅～キャナルシティ博
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多駅～博多駅とつなぐという構想は、どうなんだろうか

というふうなことにも関連すると思います。今日はその

ためのパネルディスカッションではありませんので、こ

れからの宿題として、ぜひ今後の社会実験の中でも取り

上げていただきたいと思います。 

 4人のパネリストの皆さんに今回の三つのコンセプト

にそれぞれのご意見を賜りました。この後は、これだけ

はぜひ言っておきたいことを一言ずつで結構ですので、

お願いします。 

 では、森山様からお願いできますか。 

【【【【森山森山森山森山】】】】  今、樗木先生から歩行者が大事、それか

ら公共、要するに道路の節度ある利用が大事だと話があ

りました。私も非常に同感です。これまで私ども、3年

間に渡りMM（モビリティー・マネジメント）、要する

に公共交通をしっかり使いましょうという取組みをして

おります。公共交通を使うということは、結局通勤、移

動手段として自ら動くような手段の自家用交通ではない

わけです。自動車、マイカーでもない、自転車でもない。

あくまでバス、鉄道に乗るというのは、結局自分の足で

歩くことです。公共交通の利用促進は、ある意味やや不

便を強いるかもしれません。ただ、それはご本人の健康

や、まちのにぎわいにも差が出ます。しかし、MMが余

りにも重い負担だと、やはり人間は易きに流れますから、

なかなか実現性がありません。そこで、MM、公共交通

の利用を促進するためには、公共交通ももう少し便利に

することが必要だと考えております。先程、井上先生か

ら、七隈線の構想についてお話がありました。今ある2

案に対して、参考ルートとして、国体通りを通ってはか

た駅前通りにつながる案も提示されています。どのよう

な判断になるかは今市議会に委ねられている状況だと聞

いております。どのような形になるにしても、公共交通

を整備するということは、車から公共交通に転換する可

能性を高めるわけです。公共交通を使うことにより、よ

り多くの人が歩き、道路上に人が溜まるので、にぎわい

につながるという意味で、非常に高い期待を持っており

ます。 

 さらに、例えば地下鉄、どういうルートになるかわか

りませんが、単に地下に鉄道を通すだけでなく、歩行者

の流れやネットワーク化について考えることが必要です。   

例えば、地上では歩道が狭いとどうしようもない。そう

すると、東京などのように地下の歩道空間をどうつくっ

ていくかを検討する必要があります。いろいろ今までで

きなかったところ、地上地下、空間を立体的な再整備す

ることで、あわせてうまく空間を確保して、バスやタク

シーのたまり場をつくることも考えられます。単に地下

鉄を通すだけではなく、そこを使ってうまく歩行者、そ

の他の公共交通の商業空間にするなど、あわせてまちづ

くりの意識度を高めていく、そういったことができるか

と思っております。そういう意味では、今回の社会実験

ででてきたこと、これから実現していくこと、これから

福岡の公共交通をどうするかという方向と実は大きな関

係があり、今回の実験や来年度、再来年度も何らかの形

で行われると思いますが、目先のこと、将来のことをい

ろいろと考え、関連づけをして行っていくのが非常に意

味のあることになるのではないかと感じています。 

【【【【井上井上井上井上】】】】  ありがとうございました。 

 それでは、引き続き福山様、よろしくお願いいたしま

す。 

【【【【福山福山福山福山】】】】    先程樗木先生から歩行者最優先ということ

を考えないとならないというお話がありました。今、駅

周辺部で、一番マナーが悪いのは自転車利用者です。利

用者が自転車を放置し、しかも自転車が歩道をふさいで

いて危険です。さらに、所定の場所に駐輪場があっても

そこに停めない人がいる。これを何とかしてなくさねば

と、現在博多区で約420名の市民ボランティアが放置自

転車対策協力員となって放置自転車をなくす運動を行っ

ています。放置自転車に対して定期的にラベルを貼って

移動のお願いをしていますが、あまり成果がでていませ

ん。ラベルを貼られる程度では平気で、ラベルを貼る行

為にも強制力が無く、駅周辺で約1,200台とも言われる

放置自転車の数は増加傾向にあり、道をふさいで歩行者

の安全を脅かしています。放置自転車はその日のうちに

撤去すれば、今後は停めないと思います。自動車の駐車

違反は、行政が取締りを委託して成果を上げているよう

ですし、放置自転車についても我々に委託して、放置自

転車を即日撤去できるようにすれば、おそらく駅周辺は

きれいになるのではないかと思います。行政と地域が一

体となって放置自転車の追放に心がければ歩道の安全を

確保できると共に、道路空間を利用してにぎわいのまち

づくりに結び付けていけるのではと思います。 

【【【【井上井上井上井上】】】】  ありがとうございました。放置自転車と

いうと福岡の代名詞という時期もありましたが、一言、

自転車擁護者の一人として申し上げますと、自転車も非

常に環境に優しい、健康にもいいという特性も持ってお

ります。利用と駐輪の兼ね合いを、これから福山様と一

緒にお話をさせていただければと思っております。どう

ぞ、よろしくお願いします。 

 それでは、次に東京からお見えの金城様、よろしくお

願いします。 

【【【【金城金城金城金城】】】】     逆に少しお願い事をさせていただきたい

と思います。こちらでは、自転車が最近増えてきました。

丸の内に住んでいる方はほとんどいらっしゃいませんが、

周辺に住宅が増えて、オフィスや買い物に自転車で来る

方が増えています。丸の内は全くその対応ができていな

いに等しい状態です。段々、自転車が増え、置き方も乱

雑になってきていて、対策を練らなければなという状況

でして、本当に推進派や抑制派といろいろいます。ぜひ、

いい情報交換をさせていただければと思います。 

 それから、丸の内仲通りという通りのご紹介をしてま

いりましたが、背骨のような通りで、あばら骨のような
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通りが9本ほどあります。うち2本は東京都道で名の通

った通りですが、残り7本の千代田区道の認知が難しい。

便宜的に丸の内1stから7thまで番号を振ってマップなど

に入れたり、プレートを付けたりしていますが、なかな

か認知が高くありません。参加型ではなくて企画型でつ

くってしまったかなという思いもあり、もう少し認知を

深めようと一生懸命汗をかいているところですので、社

会実験の状況を教えていただければと思います。 

 それから、マナーフラッグは比較的いい形で使えてい

てはいますが、エリアマネジメント広告という財源創出

は、まだまだ本格化しておらず、社会実験を一回だけで

す。博多では、JTさんのスポンサーのご紹介がありま

したが、まちづくり活動と企業活動とをうまく連携し、

新しいまちの景観をつくっていくということを全国的に

推進できたらいいと思っております。ぜひ、そのような

点でも社会実験の経過の情報交換や先行事例として御紹

介いただくなど、いろんなチャレンジを各地区で行い情

報交換できたらと思っております。ぜひ皆さんのお力を

東京駅周辺にも少し貸していただければと思っておりま

す。 

【【【【井上井上井上井上】】】】  ありがとうございました。 

 それでは、最後に、樗木様、先程もう既に全体をまと

めていただくようなことまでお話しいただきましたが、

改めて一言お願いいたします。 

【【【【樗木樗木樗木樗木】】】】     最後に、今まで交通を主としてお話しま

したが、博多駅地区のまちづくりについて、今一つの側

面であるまち創造をこれからどうしていくかということ

がこの地区にとって大事であると思い、この図を用意し

ました。 

 

博多駅地区は、福山さんもおっしゃいましたが、約

40年前何もないところからスタートをしました。最初は

ともかく、玄関のまちづくりをと一生懸命努力をされ、

それが一番大きいわけですね。それから少しずつ発展し、

発展するにつれて天神に追いつけ追い越せというような

イメージのあるまちの形成に励んだのではないかと思い

ます。あるいは、天神と異なる機能を果たそうと努力を

されてきたと思います。だから、天神プラス博多と書い

たわけです。 

それから、博多駅地区が、段々成就して、今では福

岡の都心と言えば天神と博多の二極構成で、両方が並ぶ

状況まで発展してきました。その上で今度は、天神と博

多の間のさらなるつなぎ、連携を強化し、天神・博多の

中のポツがとれるという状況、一体化に近づいてきます。

そして最後に融合してすべてが囲まれると、こういう展

開をしていくだろう、展開するだろうと考えます。その

中で、今向かっている博多の状況はその三番目のちょっ

と手前かなと思います。そこで、今一生懸命やっている

のが回遊的にぎわい創出ということを、博多駅地区の基

本に据えようとしているのではないかなと思います。ア

ンケートでも高い評価項目として第一番にオープンカフ

ェ、お休みどころ、二番目に、歩行者と自転車の分離が

指摘されました。しかし、その割に評価や利用者が少な

かったという状況になっています。果たして、来街者に

とってこの博多駅地区は、にぎわっているまちなのか、

快適なまちなのか、人が回遊しているまちなのか、不十

分だという指摘が結構多いように思います。今まずやる

べきことは、回遊的なにぎわいを博多駅地区につくるこ

とです。そのためには、先程の東京地区の路面店の話の

ように、通りの1階の床スペースには集客型に基本的に

変えていくということが大事です。あるいは、歩行者天

国や歩車分離を一生懸命やるということを通し、まちの

育成を図っていく、これが今まさに求められていると思

います。そういう方向性のもとに、これからはこのまち

を見つめながら、交通問題も考え、人のにぎわいも考え、

工夫していくということを皆様方にお願いしたいと思い

ます。よいまちは、最強のまちとは、人が望む方向でつ

くられ運営されるまちであると、私は考えます。このこ

とを強調して、私の最後の話にさせていただきます。 

【【【【井上井上井上井上】】】】   ありがとうございました。時間を大幅

に過ぎましたので、ご来場の方で何かご意見等ございま

したらぜひ事務局のほうにご連絡いただき、事務局の方

で確実にお答えする、あるいは社会実験のホームページ

を通して、お答えするというようなことができるかと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、4 名の方からたくさんの多様なご意見いた

だき、これをまとめるのは至難の業ですが、強いてまと

めさせていただくとすると、まず社会実験は簡単に結論

がでるものではなく、大丸有地区の例のように、20 年

という長い時間をかけ、継続してやっていくということ

が非常に重要ということです。長い時間の中、まちの建

物そのものを変えるほどの、方向性も必要であると感じ

ました。博多駅地区自体の社会実験とそれを実現する協

議会の活動は始まったばかりですので、現在を出発点と

して続けていかなければならないというまとめにさせて

いただきます。それから、私は社会実験について、先程

自己反省を含め、と申し上げましたが、参加した 4 名

のパネリストの方々は基本的には大成功で、これからに
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対しては通り名を博多駅地区だけでなく、他の地区との

連携を含めながら幹線系にネットワークを広げ、さらに

は裏道は、歴史性や地域性を反映しながら、通り名とい

うものを広げていくことが非常に重要であるということ

でした。特に都心部では地域のコミュニティーが弱くな

っており、こうした活動が改めてそれを強くしていくも

のであるということを、実験を通して確信したと言って

いただき、これからもそういうものをぜひ我々自身もぜ

ひ続けていかなければならないと思っております。 

そして、最後に社会実験を通して、基本的に我々が

確認するべきはやはり歩行者優先の空間づくりです。日

本の場合はこの点が大変重要だと言われながら、なかな

か対応が出来ていなかったということです。博多駅地区

こそ、この歩行者優先を皆さまの英知を集めて実現して

いただくことが、重要であるということになろうかと思

います。 

それでは、これをもちまして本日のパネルディスカッシ

ョンを終了とさせていただきたいと思います。長時間あ

りがとうございました。最後に 4 名のパネリストの皆

さまに改めて拍手をお願いいたします。（拍手） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会閉会閉会閉会のののの挨拶挨拶挨拶挨拶    

樗木樗木樗木樗木    武武武武            （（（（博多駅地区社会実験実行委員会委員長博多駅地区社会実験実行委員会委員長博多駅地区社会実験実行委員会委員長博多駅地区社会実験実行委員会委員長））））    

 

最後に、今日の全体のまとめとそれからお礼を申し

上げたいと思います。博多駅地区は住む人、働く人、訪

れる人、多様な人々の集まりがある地区です。それだけ

により質の高いまちづくりが求められていると思います

し、そのために行ったのが、今回の社会実験です。むろ

ん実験ですから、冒頭の委員会報告の通り、うまくいっ

たものとうまくいかなかったものが多様に混じっており、

これをさらに分析し、博多駅地区のまちづくりの運営を

よりよい方向にもっていかなければなりません。その参

考にと、今日は東京からわざわざ駆けつけていただき、

大丸有の取組みをご紹介いただきました。お聞きしてう

らやましく思ったのは、まずマネジメントのコンセプト

を長時間かけてしっかり組み立てられている、というこ

とです。そのうえで、ハード、ソフト、特に最近ではソ

フト面で、しかもメットロードのようなうらやましい取

組みをなさり、その貴重な情報をいただきました。ご報

告をいただいた大丸有エリアマネジメント協会事務局

長・金城さまに心よりお礼申し上げます。 

もうひとつの報告は通り名についてです。我々はこ

の地区固有の問題、特に博多駅地区は名前がない通りが

たくさんあることから、スタートしたわけですが、よく

考えてみればそれは、地区固有ではなく、日本全体の社

会、人々が、住みやすいわかりやすいまちを望んで各地

で頑張っている、あるいはその中に連携するような実験

であるというようなことが、今日よくわかりました。全

国へ繋がるような実験をさらに追加していきたと思って

おります。ご報告いただいた九州地方整備局の中野さま

にも心よりお礼申し上げます。 

その後は、パネラーの方々、コーディネーターを務

めていただいた井上先生、博多駅地区の社会実験をどう

評価するか、それをもとに今後どのような方向を見出す

かについてのパネルディスカッションを行いました。要

するに、博多駅地区は他と違って国の内外から多様な人

が集まる、そういう大きな地区であり、そこに求められ

るのは普遍性、ユニバーサルであるといえると思います。

それから誰でも、いつでもどこでもわかりやすく、行動

しやすく、暮らしやすい、今はやりの言葉で言えば、ユ

ビキタスと IT 関係では言っていますが、ユビキタス都

市であると思います。 

以上のパネルディスカッション、シンポジウムを開

催できたのは、ひとえに皆様方の様々なご指摘によるも

ので、心よりお礼申し上げます。また最後に一言、付け

加えさせていただきます。これからのまちづくりを考え

運営していくのは、市民・企業・行政の連携によらなけ

ればならず、とりわけチームの役割が非常に重要だと思

います。市民も通常言うところの市民、それから企業、

市民、さらには最近ではボランティア活動や NPO活動、
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まちづくり協議会、コミュニティー、自治会というもの

があり、これらを総称してよく言われる言葉が新しい公

の概念です。この新たな公ができて、市民ひとりひとり

では、なかなか行動できませんが、結集することでパワ

ーに変わり実現していきます。そういうパワーに変わる

ものが市民が主体となる新たな公でありまして、その頑

張りが期待させます。幸いに、この博多駅地区は博多駅

地区まちづくり推進協議会ができ上がっており、そこに

皆さん方が結集するという体制がありますので、ぜひ参

加され、今後もさらに発展し、まちを盛り上げていただ

きたいと切に願います。そのことを今回の社会実験とし

て狙ってたことは事実です。 

パネリスト及びご報告いただいた方々に心よりお礼

申し上げますとともに、長時間に渡って、熱心にご清聴

いただきました会場の皆さま方に深く感謝を申し上げま

して、挨拶に代えさせていただきます。本日はどうもあ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 


